




● ミラクファンドKC‒1000 （23℃）

工　　程 材　　料 調合
（重量比）

所要量
（kg/㎡） 塗回数

間隔時間（hr）
工程内 工程間

1 下 地 処 理 （新築）表面の型枠剥離剤、レイタンスを除去した後、ジェットウォッシャーで水洗いする。
（改装）旧塗膜に脆弱部のある場合は、サンター及び皮スキ・ケレン棒などを用いて除去する。

2
※1.2

下 地 調 整

ミラクファンドKC ‒ 1000　粉　体 100 0.8～1.5
（0.5～0.9mm厚）

1～ 2 6以上 16以上
ミラクファンドKC ‒ 1000　混和液 25

清 水
刷毛・ローラー塗り 25～35

－
ス プ レ ー 塗 り 30～35

3 各種仕上材塗り 当社製品群の中から推奨製品を選択。
※1　ミラクファンドKC‒1000は、下地の凹凸状態により所要量が変わります。
※2　スプレー塗りは吹付後、左官刷毛でしごいてください。

● ミラクファンドKC‒2000（注：下地処理、各種仕上材塗り工程は上記参照） （23℃）

2' 下 地 調 整

ミラクファンドKC ‒ 2000　粉　体 100 1.5～2.5
（0.9～1.5mm厚） 2 6以上 16以上ミラクファンドKC ‒ 2000　混和液 25

清 水 こ て 塗 り 20～30 －

● ミラクファンドKC‒1000 （23℃）

工　　程 材　　料 調合
（重量比）

所要量
（kg/㎡） 塗回数

間隔時間（hr）
工程内 工程間

1 下 地 処 理 専用のカッターやサンダーを用い、ひび割れ部をUカット処理する。

2 シーリング材
の 充 填

ひび割れ部に、SKシーラントUプライマー塗付後、ポリウレタン系シーリング材SKシーラントUをコンクリート表面から
3～5㎜程度残して充填する。

3 下地調整（1）

ミラクファンドKC ‒ 3000　粉　体 100
下 地 の 状 況
に応じ、適宜 1 － 16以上ミラクファンドKC ‒ 3000　混和液 14

清 水 15～20

4
※1

下地調整（2）

ミラクファンドKC ‒ 1000　粉　体 100 0.8 ～ 1.5
（0.5～0.9mm厚）

1～2 6以上 16以上
ミラクファンドKC ‒ 1000　混和液 25

清 水
刷毛・ローラー塗り 25～35

－
ス プ レ ー 塗 り 30～35

5 各種仕上材塗り 当社製品群の中から推奨製品を選択。
※1　スプレー塗りは吹付後、左官刷毛でしごいてください。

● ミラクファンドKC‒1000 （23℃）

工　　程 材　　料 調合
（重量比）

所要量
（kg/㎡） 塗回数

間隔時間（hr）
工程内 工程間

1 ※1
下 地 処 理 ハンマーなどによる打音確認、磁器タイルの浮き部分はエポキシ樹脂を注入するか、または、はつり取る。

2 目 地 部・
剥落部の充填

ミラクファンドKC ‒ 3000　粉　体 100 ※2
欠損部の状況
に応じ、適宜 1～2 16以上 16以上ミラクファンドKC ‒ 3000　混和液 14

清 水 15～20

3
※3

下 地 調 整

ミラクファンドKC ‒ 1000　粉　体 100 0.8～1.5
（0.5～0.9mm厚）

1～2 6以上 16以上
ミラクファンドKC ‒ 1000　混和液 25

清 水
刷毛・ローラー塗り 25～35

－
ス プ レ ー 塗 り 30～35

4 各種仕上材塗り 当社製品群の中から推奨製品を選択。
※1　磁器タイル面などに1.0㎜以上のひび割れが見られる場合は、ポリウレタン系シーリング材SKシーラントUを充填してください。
※2　磁器タイル面が完全に埋まるまでミラクファンド KC‒3000を塗付してください。
※3　スプレー塗りは吹付後、左官刷毛でしごいてください。

● ミラクファンドKC‒2000（注：下地処理、シーリング材の充填、下地調整（1）、 各種仕上材塗り工程は上記参照） （23℃）

4' 下 地 調 整（2）

ミラクファンドKC ‒ 2000　粉　体 100 1.5 ～ 2.5
（0.9～1.5mm厚） 2 6以上 16以上ミラクファンドKC ‒ 2000　混和液 25

清 水 こ て 塗 り 20～30 －

● ミラクファンドKC‒2000（注：下地処理、目地部・剥落部の充填、各種仕上材塗り工程は上記参照） （23℃）

3' 下 地 調 整

ミラクファンドKC ‒ 2000　粉　体 100 1.5～2.5
（0.9～1.5mm厚） 2 6以上 16以上ミラクファンドKC ‒ 2000　混和液 25

清 水 こ て 塗 り 20～30 －



ミラクファンドKC‒1000
【JIS A 6916 建築用下地調整塗材 下地調整塗材C－1による物性結果】

試 験 項 目 結　　果 規　　 定
軟 度 変 化 （ ％ ） －1.7 －20～20
耐 ひ び 割 れ 性 合格 ひび割れがない。
耐 衝 撃 性 合格 ひび割れ及び剥がれがない。

付着強さ
標準養生（N/m㎡） 1.2 0.7以上
低温養生（N/m㎡） 0.9 0.5以上

吸 水 量 （ g ） 0.1 2.0以下
仕上材が複層仕上塗材の
場合の耐久性（N/m㎡）

表面状態：合格
付着強さ：0.8

割れ、膨れ及び剥がれがなく、付着強さは0.7以上とする。
ただし、仕上塗材だけで破断した場合は0.5以上とする。

ミラクファンドKC‒1000
【各種下地との付着強さ】

下 地 の 種 類 付着強さ 試 験 方 法
セメントモルタル 1.2N/m㎡

各種下地に塗付、
JIS A 6916 7.13
付着強さ試験にて測定

ス レ ー ト 板
A L C パ ネ ル 0.5N/m㎡※

P C 部 材 1.2N/m㎡
外 装 薄 塗 材 E 1.1N/m㎡
複 層 塗 材 E 1.2N/m㎡（アクリル樹脂エナメル仕上げ）
複 層 塗 材 E 1.2N/m㎡（ポリウレタン樹脂エナメル仕上げ）

合成樹脂エマルションペイント 0.9N/m㎡ 

※ 基材内破断

ミラクファンドKC‒1000
【各種仕上塗材塗付後の付着強さ】

仕 上 塗 材 の 種 類 付着強さ 試 験 方 法
外 装 薄 塗 材 E 1.2N/m㎡ モルタル下地に塗付後、

20℃、65％RH24時間養生。
仕上塗材塗付後、20℃、
65％RH14日間養生。
JIS A 6909
付着強さ試験にて測定

可とう形薄塗材E 1.1N/m㎡ 
複 層 塗 材 E 1.0N/m㎡
防水形複層塗材E 1.1N/m㎡

ミラクファンドKC‒2000
【JIS A 6916 建築用下地調整塗材 下地調整塗材C－2による物性結果】

試 験 項 目 結　　果 規　　 定
軟 度 変 化 （ ％ ） 6.0 －20～20
耐 ひ び 割 れ 性 合格 ひび割れがない。
耐 衝 撃 性 合格 ひび割れ及び剥がれがない。

付着強さ
標準養生（N/m㎡） 2.3 1.0以上
低温養生（N/m㎡） 1.2 0.7以上

吸 水 量 （ g ） 0.2 1.0以下
仕上材が複層仕上塗材の
場合の耐久性（N/m㎡）

表面状態：合格
付着強さ：1.3

割れ、膨れ及び剥がれがなく、付着強さは1.0以上とする。
ただし、仕上塗材だけで破断した場合は0.7以上とする。

1.0N/m㎡※ 

●ミラクファンドKC‒1000
材　　　料 重 量 比 調 合 量
粉 体 100 20kg
混 和 液 25 5kg

清 水
刷毛・ローラー塗り 25～35 5～7kg
スプ レ ー 塗り 30～35 6～7kg

●ミラクファンドKC‒2000
材　　　料 重 量 比 調 合 量
粉 体 100 20kg
混 和 液 25 5kg
清 水 20～30 4～6kg

●ミラクファンドKC‒3000
材　　　料 重 量 比 調 合 量
粉 体 100 20kg
混 和 液 14 2.8kg
清 水 15～20 3～4kg


